
 

令和８年１１月１３日 

中 部 地 方 整 備 局 
(同時発表:名古屋港管理組合) 

名古屋港で脱炭素普及啓発イベントを開催します 

『CNP SHOWCASE2026-Port of Nagoya-』 

 
１．概  要 

名 称：『CNP SHOWCASE2026-Port of Nagoya-』 

日 時：令和８年11月 26日（木）11：00～17：00 

場 所：名古屋港湾会館 第１会議室・第２会議室 

主 催：名古屋港CNP形成 PF事務局 

出展者：㈱三井 E&S、川崎重工業㈱、豊田通商㈱、伊藤忠商事㈱、東レ㈱、㈱三菱 UFJ 銀

行、日野自動車㈱、㈱小島組、富士電機㈱、愛三工業㈱、愛知県、名古屋市、名

古屋港管理組合（順不同） 

参加者：名古屋港CNP形成 PF会員、名古屋港関連企業等 

内 容：ポスターセッション、基調講演及びパネルディスカッション（別添１「プログラ

ム」参照） 

 

２．取  材 
・報道関係者の方は、会場で取材いただけます。 
・取材を希望される場合は、別添２「取材登録」をご参照の上、11月 19 日（木）までに
電子メールでお申し込みください。 

・当日は、報道機関名が確認できる取材者証（腕章）等の着用をお願いします。 

 

３．配 布 先 中部地方整備局記者クラブ、中部専門記者会、港湾新聞、海事プレス、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞、マリタイムデーリーニュース 

 

４．問合せ先 名古屋港管理組合 政策企画部（次世代エネルギー推進担当） 

   担当：戸谷、水上 

電話：052-654-7958 

名古屋港管理組合及び国土交通省中部地方整備局は、関係者間の連携を強化する場として、

令和４年７月に「名古屋港カーボンニュートラルポート形成プラットフォーム（名古屋港CNP

形成 PF）」を設置し、名古屋港のCNP形成を一層推進するための取組を実施しています（会員

数70者、令和８年10月時点）。 

 名古屋港が「ものづくり産業の成長と地域のカーボンニュートラル実現の両立」に貢献し

ていくためには、関係者が一丸となってカーボンニュートラルポートの形成に取り組むことが

重要です。 

 このたび、同プラットフォームの取組として、「港で交わる、展示と議論。」をテーマに、

企業や行政等が港湾の脱炭素化に向けた取組や展望を紹介し、来場者と意見を交わすポスター

セッションを開催します。あわせて、有識者による基調講演及び産官学の関係者によるパネル

ディスカッションを行います。会場では、各展示ブースで出展者が来場者に説明する様子や、

登壇者が意見を交わす様子を取材いただけます。 
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